


本マガジンは技術や運営に関する固いお話をする場ではないのですが、年度初めには例外的に私
がこのような題目で記事を書かせていただいています。

と問われると「電子を光速近くまで加速して磁場中を
通過させるとき、電子が磁場の影響を受けて軌道を曲げることに伴ってその軌道の接線の方向に
発生する電磁波」とお答えすることになります（我慢して読んでいただいてありがとうございま
す）。この面倒なシンクロトロン光を私たちは、いろいろな製品に使われている様々な材料の、見
ることの難しい部分を「見る」道具として使おうと努力しています。科学技術や学問は長い歴史
の中で積み上げられて発達していきます。非常に高いレベルまで積み上がった時、今まで考えら
れもしなかった部分が「見えるかもしれない」状況が産まれます。私たちはそれを懸命になって
探しています。現在日本で計画中のものも含めると９つの機関がこのようなシンクロトロン光を
扱う施設を運営しています。多くの機関が国の研究機関や大学なのですが、当センターは佐賀県
という地方自治体が運営しています。当センターは面倒なシンクロトロン光という道具を使って
「見えるかもしれない」状況を懸命に探す作業を、地方自治体が中心になって行っている非常に珍
しい機関だと言うことができます。

と聞かれることがあります。穿ち過ぎた見方と
の批判は免れないと思いますが、九州、とくに佐賀県には幕末期より科学技術を志向した歴史が
あり、このような精神や社会の風潮と関連しているかもしれない、と思うことはあります。官営
八幡製鉄所が操業を始めた 1901 年の 50 年近くも前にともかくも鉄を溶かすことのできた反射炉、
同時期に船の修理をはじめとする様々な技術開発を志向した精煉方などの歴史が佐賀県にはあり
ます。九州全体を見渡しても、世界遺産として認定された「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼、
造船、石炭産業」遺跡の 8つのエリアのうち、5つのエリアが九州です。

ただ、21 世紀の現代にその精神を活かそうとするならば、単に歴史の延長線上に載れば良い、と
いう話ではないのは当然のことです。シンクロトロン光研究施設が学術だけでなく、直接的に産
業にも貢献しようとし始めたのは 20 年ほど前からです。17 年前に稼働を始めた当センターの設
立目的の第一は「地域産業の振興」です。佐賀県の地域産業というと、現状ではまず農林水産業
などを思い浮かべる方も多いでしょう。もっとも応用が考えやすい産業分野が圧倒的に製造業で
あるシンクロトロン光研究施設からすれば、「見えるかもしれない」状況を探す努力も、まず適応
できる対象を選ぶ作業から始めなければなりません。さらに科学技術や学問は非常に広い裾野を
伴うもので、これらに深く根差している当センターの活動も地域産業に明らかに関わる部分だけ
に限ることは不可能です。そのような中で活動の効果を地域産業にいかに集約させていくか、そ
こは当センターの活動のもっとも肝要な部分であり、今に至るまで様々な試行錯誤を続けている
部分でもあります。

2023年度の
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2006 年の当センター開設当初から 10 年間ほどは、県立の公設試験研究機関に積極的に利用して
いただきました。佐賀県農業試験研究センターのシンクロトロン光を植物に照射して新しい品種
を作り出す試みは、現在でも続けられている典型的な当センターの利用例です。2019 年度からは、
産業利用コーディネーターの職を設け、職員が専任で県内の企業等を訪問させていただき、技術
的課題の相談に応じる中でシンクロトロン光の利用も図ってきました。

そして今年度、 県内の利用
を中心に運営を行っていく姿勢を明確にしました。それとともに、当センターの研究員が自らも
参加できる研究テーマを探し出し、共同研究として研究に積極的に参加していく活動も始めました。
これは利用者の方の研究提案を受けてその実現を図るのが基本的な活動である共同利用研究施設の
考え方から一歩踏み出すものです。県内の機関と共同研究ができれば理想的ですが、そうでなくて
も、その研究の先に地域産業振興への道筋が描けていれば進めて行くべきだと考えています。

ただ、21 世紀の現代にその精神を活かそうとするならば、単に歴史の延長線上に載れば良い、と
いう話ではないのは当然のことです。シンクロトロン光研究施設が学術だけでなく、直接的に産
業にも貢献しようとし始めたのは 20 年ほど前からです。17 年前に稼働を始めた当センターの設
立目的の第一は「地域産業の振興」です。佐賀県の地域産業というと、現状ではまず農林水産業
などを思い浮かべる方も多いでしょう。もっとも応用が考えやすい産業分野が圧倒的に製造業で
あるシンクロトロン光研究施設からすれば、「見えるかもしれない」状況を探す努力も、まず適応
できる対象を選ぶ作業から始めなければなりません。さらに科学技術や学問は非常に広い裾野を
伴うもので、これらに深く根差している当センターの活動も地域産業に明らかに関わる部分だけ
に限ることは不可能です。そのような中で活動の効果を地域産業にいかに集約させていくか、そ
こは当センターの活動のもっとも肝要な部分であり、今に至るまで様々な試行錯誤を続けている
部分でもあります。

、そのことは希少であると同時に、非常に挑戦の価値のある貴重な存在
だと考えています。今後も様々な試行錯誤を重ね地域産業の振興に貢献できる道を探し続けるとと
もに、施設の名前にあるように九州全体への貢献も模索していきます。科学技術という広い裾野を
持つ世界での活動ですから、これらの活動は、日本を、ひいては世界を引っ張っていける力にもな
り得ると考えています。

今後とも当センターをよろしくお願い申し上げます。

2023 年度の年頭にあたって



休日の過ごし方や趣味などを教えてください。

副所長

山津善直

New Staff Interview

元々ものづくりが好きだったところ、1999年に家づくりをやったことから、本格的にDIYには

まっています。

家づくりは、１・２階ともワンフロア－状態のところで大工さんからバトンタッチし、間仕切りの

壁、ダイニングテーブルや下駄箱、玄関に上がる階段、ウッドデッキなどをセルフビルド。その後

は子供のベッドやクローゼットから、子供が一人暮らしをした学生時代は本棚や隙間家具など、

オーダーメードに対応してきました。

また、壊れたものは何でも修理してみたくなる性分で、オーディオのアンプやCDプレーヤー、衣

類乾燥機などの家電製品にいたるまで、パーツの交換や基板のハンダを補修して再生したりもして

います（もちろん自己責任で！）。おかげで親からの依頼も多く、チェンソーのスターターロープ

の交換や動かなくなった植木バリカンの修理、エンジン発電機のキャブレターのメンテナンスまで、

すっかりいいように使われています。（笑）

３月末に佐賀県を退職し、４月から副所長として、８年ぶりに当研究センターで勤務することに

なりました。どうぞよろしくお願いいたします。

さて、私と当研究センターの関わりは、平成13年に新産業課（現ものづくり産業課）へ異動し

たところに遡ります。新産業課では、まず研究センター用地の取得契約に始まり、センター設置後

の利用に向けた研究会等の運営や県有ビームライン（BL9・12・15）整備を担当し、何もなかっ

た敷地に頑丈な基礎が組まれ、建屋の建設、光源装置や３本の県有ビームラインが段々と形になっ

ていく様をリアルタイムで見てきました。残念ながらオープンの前年度で他の部署に異動になって

しまいましたが、そこから６年後、利用企画課長として県から派遣された際、光源部にはウィグ

ラーやアンジュレータの挿入光源が、県有ビームラインも更に３本追加され６本になるなど、当初、

描いていた絵姿が実現されていることをとても感慨深く感じたことを覚えています。

今後とも、県立施設として、更に多くの県内企業の皆様にご利用いただけることはもちろん、国

内で新たな放射光施設がオープンする中、ユーザーの皆様に選んでいただける施設となるよう、少

しでもお役に立てればと思っています。

業務内容や今後の抱負を教えてください。



参事（兼総務課長）
内田隆裕

令和５年４月から当研究センター参事兼総務課長として着任いたしました。これまでは、

佐賀県産業イノベーションセンターで約15年間勤務し、特に総務に長く在籍していまし

た。その間、公益財団法人への移行や財団名称の変更など、財団全体の大きな節目となる

業務に携わることができ、貴重な経験をさせていただきました。

当研究センターでも総務を担当いたします。役職員皆様の協力も得ながら、予算の適切

な執行管理や事業活動の円滑な推進のため、縁の下の力持ちとしての役割を果たすよう取

り組んで参りたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

現在、佐賀市内から自家用車で通勤しています。距離や混雑状況を考慮して、これまで

より１時間早く自宅を出るため、その時間帯の佐賀市内は意外とスムーズに抜け出せます。

季節によりますが、太陽の逆光が眩しい時もあるので、安全運転を心掛けています。

ここ４～５年、血圧やコレステロール値など高い状態が続いていたので、これら生活習

慣病を改善するためウォーキングを始めました。旅行先でも機会をみて散策し、その土地

の風景や雰囲気を楽しんでいます。ちょうどその頃に登場した佐賀県公式ウォーキングア

プリ「SAGATOCO」も活用しながら、自分の健康づくりに役立てています。また、笑

うことは健康にいいということもあるので、お笑い番組などを見て楽しんでいます。先日

も吉本お笑いライブが佐賀であったので観覧し、漫才や新喜劇を観て大いに笑わせていた

だきました。

これからビールが美味しい季節となります。食事や睡眠などにも多少留意しながら、暑

い夏を乗り切っていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。

業務内容や今後の抱負を教えてください。

休日の過ごし方や趣味などを教えてください。



2022年度の利用実績

（利用件数：153件 利用時間数：2,872時間）
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地域産業や一般企業様にも、気

軽に当センターを利用していた

だくことを目的として施設見学

を随時開催しております。施設概

要の説明や、実験ホールの見学

もして頂きました。

SAGA-LS Report

当施設では初めてご利用の方

にもスタッフが丁寧に対応いた

しますので安心してご利用いた

だけます。地域産業の高度化と

新規産業の創出などのお役に

立てれば幸いです。多くの方々

のお越しをお待ちしております。

2023年2月1日～3日の3日間、東京

ビッグサイトにて開催されました、『nano

tech 2023』に出展しました。新型コロ

ナ流行からの脱却を実感させるような盛

況ぶりで、展示会の合計来場者数はコロ

ナ前の水準と近い40,170名まで回復し、

当センターのブースにも多くの方々に足

を運んで頂きました。これを機に全国の皆

様に『九州シンクロトロン光研究センター』

を知って頂き、今後の利用に繋がってい

くことに期待しています。



本年度に予定しているイベントです。
詳しい内容は決定次第、ホームページなどで
お知らせします。

マイクロ X線
CT 講習会

第 17回
研究成果報告会

サマースクール 一般公開

社会人（企業、大学及び公的研究機関の研究・

技術職の方）及び学生の皆様にシンクロトロ

ン放射光を利用したマイクロ X線 CT の測定を

実際に体験していただくことを目的とします。

講義と実際にお持ちいただくサンプルの計測

等の実習を予定しています。

学生および社会人（企業、大学及び公的研究

機関の研究・技術職の方）の皆様にシンクロ

トロン放射光利用を実際に体験していただく

ことを目的とします。基礎的な講義と XAFS を

始めとする代表的な実験方法の実習を予定し

ています。

基礎科学から産業応用までの当センターにお

ける幅広い活動の中で、今年度は「シンクロ

トロン光利用を通した食品・農業・林業への

貢献」と題して実施します。センター設立の

趣旨である地域産業の振興に直接的に関わる

部分に焦点を当て、特別講演や企画講演、ポ

スター発表を予定しています。

当研究センターでは、皆様に施設を身近に感

じていただけるよう、一般公開を開催いたし

ます。

普段は入ることができない実験施設を見学す

ることのできる「見学ツアー」を初め、子ど

もから大人まで楽しめる内容になっておりま

す。是非ご家族みなさまでお越しください。

皆様のご参加をお待ちしております。



　新鳥栖駅の南側の、車で通るとつい見逃してし

まうような場所に、「六地蔵」が建てられています。

この「大楠の六地蔵」は、砂岩製の石塔で高さ約

205 センチです。宝珠の付いた 6 角形の「笠」、地

蔵像 6 体を背中合わせに掘り出した「塔身」、連弁

を彫った「中台」、2 本次ぎの「竿」で構成されて

います。

　建立時期は、わずかに残る銘文や形態から、永

正 2 年（1505）あるいは天文 2 年（1533）の室町

時代後期であると考えられ

ています。

　いつも車で通っている道も、ゆっ

くりと散策すると意外な発見がある

かもしれません。

　たまにはゆっくり歩いてみません

か？
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表紙写真
「大楠（うーぐす）の六地蔵」
市指定重要文化財（石造建造物）

（鳥栖市原古賀町大楠）

鳥栖市轟木町の六地蔵

（鳥栖小学校そば） （国道 3号線酒井西信号そば）

鳥栖市酒井西町の六地蔵

「六地蔵」はこんなところにも建てられています。

編集後記

【編集者】
公益財団法人佐賀県産業振興機構

九州シンクロトロン光研究センター 利用企画課
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